
（１の１） 全　部　事　項　証　明

　　本　　籍 　名古屋市名東区上社二丁目５０番地

　　氏　　名 　名東　太郎

戸籍事項

　　戸籍編製 　【編製日】平成２０年１月１日

戸籍に記録されている者

　【生年月日】昭和５５年５月５日【配偶者区分】夫

　【父】名東一郎

　【母】名東花子

　【続柄】長男

身分事項

　　出　　生 　【出生日】昭和５５年５月５日

　【出生地】愛知県名古屋市千種区

　【届出日】昭和５５年５月１０日

　【届出人】父

　　婚　　姻 　【婚姻日】平成２０年１月１日

　【配偶者氏名】名古屋梅子

　【従前戸籍】愛知県名古屋市千種区覚王山通８丁目３７番地　

　　名東一郎

戸籍に記録されている者

　【生年月日】昭和５５年８月８日【配偶者区分】妻

　【父】名古屋ハチ丸

　【母】名古屋春子

　【続柄】二女

身分事項

　　出　　生 　【出生日】昭和５５年８月８日

　【出生地】愛知県名古屋市中区

　【届出日】昭和５５年８月１２日

　【届出人】父

　　婚　　姻 　【婚姻日】平成２０年１月１日

　【配偶者氏名】名東太郎

　【従前戸籍】愛知県名古屋市中区三の丸三丁目１番１号　　名

　古屋春子
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これは、戸籍に記載されている事項の全部を証明した書面である。

　【名】太郎

　【名】梅子

　　　　平成２６年　５月１０日

　　　　　　名古屋市名東区長　　○○　○○

本籍とは「戸籍を特定するための行政区画・土

地の名称・地番」です。
※「住んでいる場所」である住所とは違います。

ここでの氏名とは筆頭者氏名（戸籍の最初に記載
される方）です。
戸籍に載っている全員が筆頭者の氏を名乗ります。
この戸籍の氏は名東です。

ここでは、個人の名前や生
年月日、父母の氏名、父母
からの関係（続柄）など基本
的な情報が記載されます。

今
の
戸
籍
の
身
分
事
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は
戸
籍
上
の
出

来
事
を
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た
も
の
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す
。

こ
こ
で
は
出
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と
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の
事
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が
書
か
れ

て
い
ま
す
。

戸籍には出生地

も書かれています。

たとえば病院で生ま

れた場合は、病院

の所在地の最小行

政区までが記載さ

れます。
届出人とは届出をし
た人です。

名東太郎さんの場
合、昭和55年5月5
日に生まれ、昭和
55年5月10日にお父
さんが区役所に出
生届出をしたことが
わかります。

身分事項欄は戸籍の届出をすると、その都度、

記載されていきます。
ここでは、梅子さんと婚姻した事が記載されて
います。
従前戸籍とはこの戸籍に入る前の戸籍の事で、
名東太郎さんの婚姻前の本籍と筆頭者が記載
されています。
一部の場合を除いて、日本人同士での初婚の
ときは、親の戸籍から除籍し、夫婦二人で新しく
戸籍を作ります。
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